
平成4年4月17日璽三種鼠便物認可 平成14年3月10日発行（毎月1回10日発行）第31誉第-12号通誉372号

霧クリ ーニング技術部会
• 2002.3 Vol.31 No.12 • 

- http://www.zenkuren.or.jp― 

特集

き剤の基礎oart2 •8 

1シリーズ

マテリアルシリ ー ズ• 1 

アゼンヌ2000@

衣類のメンテナンス •3
中綿入り製品、 ダウン製品に生じたシミの修正

1トピックス

シミ抜き実践敦室 •5
実践編 黄変のシミ抜き

クレー ム事例 •7

2001 年度技術情報総目次 •14

発 行 ■ 全国クリーニング生活衛生同業組合連合会クリーニング技術部会
編 集 ■ クリーニング綜合研究所



マテリアルシリーズ⑨ アゼンヌ2000®

駒匹1冨"’
商標名：アゼンヌ2000®
組 成：基布：ナイロン100%

コーティング樹脂：ポリウレタン系樹脂
組 織：合成皮革（基布はニット地）
用途・その他：ジャケット、 コ ート類 、 スカ ート、 ズポン

など

1 素材の特徴 1 
アゼンヌシリーズは水洗い対応の合成皮革で 、 東

洋クロス（株）がポリウレタン樹脂から甚布まで独

自の）J1―IT技術により 、 水洗いによる収縮を少なくし

て耐洗濯性及び耐加水分解性を向上させたもの。

貼付生地の「アゼンヌ2000®」は碁布にハイマルチ

ナイロンニットを使川し 、 ソフト惑に加えて適皮な

ストレッチ性も備えているのが特徴。

技術t'i報第31巻第12号2002年3月号

資料提供：東洋クロス株式会社

耐久性ポリウレタンの湿式ポ ー ラスト汁（スポンジ

／iれのこと）の表面に手触りの良い特殊変性ポリウレ

タンの乾式薄 /l炭を重ね合わせた樹脂}.;1（写真下）に

よってソフト感を実現した。

なお 、 貼付生地は製造されてからの耐用年数は5

年程度を目途に設計されている（使用状況により耐

fIl年数が異なることに注意）。

←表皮層
｝ポ ー ラス暦

｝基布



衣類のメンテナンス 中綿入り製品、 ダウン製品に生じたシミの修正 技術梢報第31巻第12舟2002年3月号

シリ ー ズ 第12弾

防寒衣類のうち中綿入り製品やダウン製品は、 以前からキルティング部分や縫い目に溶剤や洗

剤などが残留してシミが生じる現象（以下、 際つき）が相次いでいる。

今回は、 消費者とのトラブルを最小限にするため、 これらの事故についての修正方法を紹介する。

十際つきとその要因 十類似事故例
ポリウレタン樹脂のシミ出しによるもの

中綿入り製品やダウン製品のうち 、 ボンディ

ング加工布を使用している製品は、 ポリウレタ

ン樹脂が布と布を貼り合わせる接着剤として使

用されていることがある。 このような製品は、

ボリウレタン樹脂の性質上 、 空気中の水分 、 紫

外線 、 酸化窒素ガス 、 皮脂などが原因で経時劣

化するため 、 生地表面に樹脂がシミ出すことが

ある。 現象的には洗剤や溶剤中の汚れが残留し

た事例と類似しているが 、 組成表示に「ポリウ

レタン」の表示がある場合やシミ部分のべとつ

き 、 規則的な筋状のシミが見られた場合は、 ポ

リウレタン樹脂のシミ出しによる可能性が高い。

洗剤や溶剤中の汚れの残留

中綿入り製品やダウン製品でキルティングさ

れているものは、 溶剤の脱液性が悪いため 、 ド

ライクリ ー ニング工程では中綿やダウンに洗浄

液の残留撮が多くなりやすい。 脱液時間が短か

ったり 、 洗剤浪度が高かったり 、 洗浄液が汚れ

ている場合は特に隊つきが生じやすく 、 焦げ茶

色やベ ー ジュは、 際つきが目立ちやすい。 防止

法はよく脱液すること（生地の損偽に注意）。
▲ポリウレうン樹脂のシミ出し。

組成表示と 、 ま故部にべとつきが生じていないかを確認する 。
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技術梢報第31巻第12乃2002年3月号 マテリアルシリ ース®) アゼンヌ2000®

一階峠t'得恥閂鼎渭閲蜆碍濯·
●洗浄試験及び評価方法

洗浄技術委員会による廂業ドライクリー ニング処

理及び水洗い処理を3回行い 、 処理3回後に評価を

行った。

●洗浄試験結果 ーは収縮を表す
寸法変化率（％） 総合評価

0·—· たて よこ
水洗い処理＊ -2.2 -0.6 △ 

石油系溶剤 -1.4 -0.5 ゜

バー クロロエチレン -2.9 I -19 l 
CFC113 -2.4 -1.1 
HCFC225 -4.4 I -1.s 

［色・外観変化］

水洗いにより表側に波打ち 、 小ジワが発生する 。

また、 パ ー クロロエチレン、 フッ索系浴剤(CFC113 、

HCFC225)ではツヤの消失及び小ジワが発生した。

【追加試験］

水洗いで発生した波打ちについては 、 裏側より当

て布をしてアイロン掛けをしたところ 、 ある程度修

正は可能であったが、 収縮については完全には元の

寸法には戻らなかった。

また 、 表側からも同様にアイロン掛けを行ったと

ころ 、 若干表而がベタついたが、 特に?-;:しい変化は

発生しなかった。

●クリ ーニングにおける取扱いの注意点

洗浄技術委具会の結果及び東洋クロス（株）から

の取扱いに関する梢報から 、 注邸点を次にまとめる。

【水洗い処理】 …脱水は短時間で

0洗浄試験の結果から 、 貼付生地はウェットクリ ー

ニングが可能。

0ただし、 脱水時間が長いとコ ー ティング加工の表

面に小ジワが発生し修正が困難になるため 、 脱水

をしないかあるいは短時間にすること。

［ドライ処理】 …石油系ドライのみ可能

〇洗浄試験の結果から 、 石油系溶剤によるドライク

リ ー ニングは可能。

0パ ー クロロエチレン、 フッ索系溶剤での処理は収

縮や風合い変化及びポリウレタン樹脂に対する彩

縣を考應すると不適。

［乾 燥］ …乾燥は襄返して

〇メ ー カ ー の試験より 、 乾燥の際にはウェットクリ

ー伯翡勅卿·

水洗い対応の合成1文革が備えていなければならない特性
は4点ある。

①水洗い後に外観、 風合い及び感触に変化がないこと
②水洗い後に寸法変化がないこと
③乾きやすいこと
④水洗いによって劣化が促進されないこと

JI，り付生地では、 ①及び②に対して「ウェッ1・揉みリラッ
クス1111エ」を施すことでソフト感を出すと同時に水洗い後
の状態を事前に作り出すようエ犬されている。

③に対しては湿式スボンジ倍の空洞をできるだけ大きくし、

④は/Jll水分解しにくいポリカ ー ポネート系直合体の科級な
ウレクン樹9l行を使用することで対応している。

図 ポリウレタン樹厠鳩造と耐加水分11l性
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ーニング 、 ドライクリ ー ニングともに衣類を裏返

すと 、 比較的乾燥しやすくなる。 ［解説1 ] 

［仕上げ】 …アタリにも注意

〇生地の裏側からのアイロン掛けは可能。 ただし、

温度(120℃以下）に注意すること。 製品の場合は裂

地側から。

［解説l J 
貼付生地は、 乾燥性をよくするために湿式スボンジ附

の空洞がなるべく大きくなるように設計されているが、

碁布の表而をコ ー ティングしているために乾燥性は低下
する。 この点を考胞に人れて十分に乾燥しないと石油系
溶剤では「化学やけど」の原因になりかねない。 乾燥や
仕上げ後にドライチェッカ ーでの確認が必須。

［その他］
ボリウレタンコ ー ティング加」 ー

．製品は、 索材の特性上 、

空気中の水分などによって経時劣化（写真）する。 これ
がクリ ー ニング処理で源在化し 、 剥離などのクリ ー ニン
グ：lt故が発生する。 なお 、 劣化は1了用で（寸着した汗や汚
れによっても促進される。

劣化の見分け方としては、 製品の表I(Iiにひび割れがな
しヽかの確認 、 あるいは顧客にしヽつ頃購人した品物かを1ifl
き出すという}j法もあるが容易でない場合もある。

製品の特性
を伝え 、 事前
の承諾や「拭
く」ことでの
対応 、 場合に
よっては受付
をお1祈りする

ことも必嬰。

ひび割れが認められる
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技術梢報第31巻第12号2002年3月号 衣類のメンテナンス 中綿入り製品、 ダウン製品に生じたシミの修正

修正できるかどうか確認する 十修正方法

ノンチャ ー ジの石油系溶剤をシミのある部分

に滴下することで 、 際つきの事故か否かを判断

することができる。 輪ジミのようにシミが移動

（写真参照）すれば 、 消浄な石油系溶剤の新液

で洗浄してシミを修正できる可能性が高い。

しかし、 シミが移動しない場合は、 ポリウレ

タン樹脂が原因のシミである可能性が考えられ

るので修正するのは難しい。 また 、 ポリ ウレタ

ン樹脂のシミの場合、 シミ部分にべとつきが生

じている場合が多く見られる。

....シミが生じている部分に石油系溶剤を滴下してしばらく放置
しておく 。

....滴下した石油系溶剤が乾燥すると 、 汚れが移動するため輪ジ
ミが生じる。

l. 再洗いする

ド ライ機で再度洗浄する。 または、 水洗いを

する。 2 つの洗浄方法を併用する時は石油系溶

剤で洗浄し十分乾燥させてから水処理を行う。

2.ゆっくり乾燥させる

霧状の溶剤をシミ部分に吹きかけ 、 タオルを

のせて包み、 そのままー昼夜放置する。 縫い代

のある部分は溶剤が乾燥しにくいが 、 他の部分

は比較的早く乾燥するので、 全体を均ーにゆっ

くり乾燥させることが重要。 （写真参照）

◄ 
スプレ ー ガンなど
で霧状のドライ溶
剤を噴霧したあ
と 、 タオルをのせ
る。

◄ 
タオルをのせた面

を内側にして製品
をくるみ 、 一昼夜
放置する。

訃報

2001年2月号から13回にわたり 、 「基礎から学ぶ染色講座」をご執筆·いただいた（社）

衣料管理協会 中川充氏が 、 去る 2 月 2 日に肺がんのためご逝去されました。 享年71歳。

謹んでお悔やみ申し上げます。
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シミ抜き実践教室 実践編 黄変のシミ抜き 技術枯報第31巻第12l"} 2002年3月号

「―----- - --------------------- ----------------- - - ---------- ------

黄変といわれるシミの原因は、 そのほとんどが食べこぼしや尿・汗などの付痛であると考

えられているが、 今回は、 食べこぼしが原因と思われる黄変のシミについて、 名人のシミ抜

き方法例を紹介する。

注意：このシミ抜き方法は 、 長年にわたって経験を積んだ「名人のシミ抜き方法」であるため、 実践す

る前に必す試してみることが必要である。

ー黄変のシミ抜き Po int l ーー黄変のシミ抜き Po int2 ー
（シルクおよびウー ルの場合）

シルクやウー ルの 衣料の場合 、 黄変のシミ抜

き方法は大きく2つに分けられる。

①全体的に黄変している場合→漬け込み法

②部分的に黄変している場合→部分的なシミ抜き法

： ①漬け込み法．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
過酸化水素（試薬34%,lOOml)＋モノゲン（ペ

ー スト状30~50g)十珪酸ソ ー ダ（通称： 水ガ

ラス 、 50ml)十温水18 !lで作った水溶液の中に

泊け込む。この分屈の場合、 プ ラウス3枚が目

安となる。 （方法の詳細は次号に掲載予定。 ）
••• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •• ••• 

； ②部分的なシミ抜き法...............................・・・...........
〇過酸化水索（試薬34%)を3~5倍に薄めた

も のにアンモニア水（試薬）を加え（例：過

酸化水素20m]を水で5倍に薄め、 アンモニア

水2滴を加えて作る）、 シミ部分に塗る。

〇カビが付着している場合：

過マンガン酸カリ ウム液 （粉末1 g十温水

100ml)をシミ抜き剤とし 、 無水亜硫酸ナト

リウム(3 g)とシュウ酸(3 g)を温水

100mlに溶かした液を中和剤として使用 c 各

シミ抜き剤（試液）の濃度については 、 衣服

の布地の厚さや色（青色は変化を生じやすい）

によって加減する。

0黄変消失のメカニズム0

衣服に付着した飲食物や汗は 、 空気中の酸索

で酸化されるなど 、 時閲の経過とともに変質し

て黄変すか変贋した飲食物や汗は、 過酸化水

索が分解するときに発生する酸素により分解さ

れるため 、 黄変が消失する。これが過酸化水素

の深白作用である。

アンモニアは、 過酸化水素を安定化させてい

る添加剤を中和して 、 過酸化水素の分解を促進

する。

注意1 アンモニア水はアルカリであるため 、

入れすぎに注意する。

注意2シルクやウールは機械力を与えるとス

レが生じる。

また 、 過炭酸ナトリウムはアルカリ性で 、 シ

ミ 抜きの場合は熱を与えないと効力を発揮しな

い。 シルクやウールに熱を加えるとスレなどを

生じる原因になりかねないため 、 過炭酸ナトリ

ウムはシルクやウールのシミ抜きには適さない

といえる。

今回は、 ウー ル（カシミヤ混）素材の ジャケ

ットについて部分的なシミ抜き方法を紹介する。
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技術tli報 第3l巻第12男 2002年3 月 号 シ ミ 抜き 実践教室 実践絹 黄変の シ ミ 抜き

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -尋--- - - - - - - - - - - →
5 .  1 ． で作成 し た シ ミ 抜 き 剤 を 、 ヘ ラ で シ ミ の

付着 し て い る 部分 に 塗 る 。
ジ ャ ケ ッ ト （ウール ・ カ シミヤ混、

黄色） の黄変のシミ抜き例

1 .  過酸化水素 （試薬34%) を 3 ~ 5 倍に薄め

た 液 100ml に ア ン モ ニ ア 水 2 ~ 3 滴 を 加 え て シ

ミ 抜 き 剤 を 作 る 。

↓ 2 . 衣服の組成 を 確認す る 。

ジ ャ ケ ッ ト に は裏地 が あ る た め 、 表 地 だ け で な

く 裏地の組成 も 確認 す る 。 （ ポ リ エ ス テ ル の場

合 は耐薬品性が よ い が 、 キ ュ プ ラ や レ ー ヨ ン の

場合は薬品 に よ っ て は影靱 を 受 け る こ と が あ る

た め 、 注意が必要 で あ る 。 ）

3 . 裏 地 が キ ュ プ ラ で あ る た め 、 裏 地 に 薬 品 が

移 ら な い よ う に 、 裏地の 裾 を は ず し て 、 板に タ

オ ル を巻いた も の を 襄地 と 表地の間に差 し込む。

裏 地 を はずす

4 . 水 を ス プ レ ー し て シ ミ の 付 着 し て い る 部分

を 湿 ら せ て 、 薬品 が ま ん べ ん な く 行 き 渡 る よ う

に （ な じ みやす く な る よ う に ） す る 。

7 
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• 
6 . シ ミ 抜 き 剤 が シ ミ 部分 に 行 き 渡 る よ う に 、

す ぐ に 水 を ス プ レ ー し て タ オ ル でた た く 。

• 7 .  4 . ~ 6 . を 繰 り 返 し て シ ミ を 抜 い た 後 、

自 然 乾燥す る 。

>
\

 

、 まとめ•••••••••• •••••••••• 

O シ ミ 抜 き 剤 は 、 シ ミ 部分 に 塗 っ た 後 、 浪度を

薄 め て 時間 を お き 、 自 然乾燥 さ せ る 。

O シ ミ が と れ な い場合 は シ ミ 抜 き 作業 を繰 り 返

し て 行 う 。 す ぐ に あ き ら め な い こ と が重要。

久保川泰治 （ く ぼかわ や す は る ）

==―――――-
*
 

]-

―
 

厚生労働大臣検定染色補正一級技能士 、 厚生労働省認

定マ ス タ ー ク リ ー ニ ン グ技術者。 平成 4 年か ら 、 業界

での後継者育成 を 目 的に 「シ ミ 抜 き 研究会」 を 1開催。
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ー クレ ー ム事例 冬物衣料のクレ ー ム 技術梢報 第31巻第12号 2002年3月 号

ラ ミネー トのは く 離①

【状 況l

【見 解］

▼袖上部

生地に接許 さ れて い る ラ ミ ネ ー ト フ ィ ル

ム が 全体的 に は が れて 丸 ま っ て い る 。 ま

た 、 全体的に シ ミ が生 じ て い る 。

ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ溶剤 （ テ ト ラ ク ロ ロ

エ チ レ ン ） の 作 用 に よ り ラ ミ ネ ー ト フ ィ

ル ム が は く 離 し 、 接沼樹脂 が シ ミ 出 し た

も の と 思 わ れ る 。 取扱 い絵表示で は ド ラ

イ ク リ ー ニ ン グ 可 と な っ て い た た め 、 （石

油系 ド ラ イ 処理 を 行 っ た場合に は く 離 が

生 じ る か ど う か は わ か ら な い が ） 「すべ

て の ド ラ イ 可」 と し た 取扱 い絵表示 に 問

趙があ る と 考 え ら れ る 。

冬物衣料のク レー ム

冬物衣料の代表的な ア イ テ ム と い え ば コ ー トや

ジ ャ ンパー類 。 今 回 は 、 最近の ク レーム事例の中

ラ ミ ネー ト加工 さ れ た コ ー ト の は く 離、 おか ら 、

よ び ウ ールのセ ータ ー に使用 さ れて い る ビーズの

変色事例 を こ紹介 し ま す。

ラ ミ ネー トのは く 離②

【状

［見

況l

解l

▼生地裏側のラミネ ー ト フ ィ
ルム

生地裏側の ラ ミ ネ ー ト フ ィ ル ム が 全体的

に は く 離 し 、 ごわつ き や収縮が見 ら れ る 。

石油系 ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ処理 を 行 っ て

い る こ と か ら 、 ラ ミ ネ ー ト 加工の耐 ド ラ

ィ ク リ ー ニ ン グ性 に 問題 が あ っ た も の と

思われる 。

ビーズの変色
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【状

［見

況】

解l

穴の内側部分が黒 く 変色 し て いる

セ ー タ ー 全体に装飾 さ れて い る ピ ー ズが黙 く 変色 し て い る 。

額微鋭で観察す る と 、 ピ ー ズ内側の コ ー テ ィ ン グが黒 く 変色 し て は が れて い る 部分 も あ る 。

こ れ は 、 ピ ー ズ内 側 の コ ー テ ィ ン グ に 使 用 さ れて い る 金屈が経時的に酸化 し 、 黒 く 変色 し た も の と

思われる 。
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技術梢報 第31巻第12号 2002年3月 号 シ ミ 抜き剤の基礎 part 2 

前 回 は 油性シ ミ 抜 き 剤 に つ い て 説明 し ま し た 。 今回 は水性シ ミ 抜 き 剤 を 中心 に ま と め ま し た が 、 特

に 、 取 り 扱 う シ ミ 抜 き 剤がアルカ リ 性で あ る か酸性で あ る かがポイ ン ト に な り 、 そ れ に よ っ て後処理

が異な っ て き ま す。

| 3． 水性シ ミ抜き剤 I 

水溶性の シミ と水性シミ抜き剤

水溶性の シ ミ （汚れ） は表 1 の よ う に 、 タ ン

パ ク 系の汚れ と タ ン ニ ン 系 の汚れの二つ に 分類

さ れ 、 そ れ に対 し て 水性 シ ミ 抜 き 剤 に は ア ル カ

リ 性の タ ン パ ク 系 シ ミ 抜 き 剤 と 酸性の タ ン ニ ン

系 シ ミ 抜 き 剤が あ り ま す。

タ ン パ ク 系 の シ ミ 抜 き 剤 は す べ て ア ル カ リ 性

でpHが 8 ~ 1 1 の 範 囲 で す 。 こ の シ ミ 抜 き 剤 は

タ ン パ ク 系汚れに あ る ア ミ ノ 結合 を ア ル カ リ の

作 用 に よ っ て 切断す る た め 、 結 果 と し て シ ミ が

落 ち ま す。

タ ン ニ ン 系 の シ ミ 抜 き 剤 は す べ て 酸性 でpH

が 3 ~ 5 の範囲です。 タ ン ニ ン 汚れの シ ミ は 一

般的 に セ ル ロ ー ス で す の で 、 こ の結合が酸 に よ

っ て切れて シ ミ が落 ち ま す。

ま た 、 サ ビ取 り 剤 はpHが 2 前後で強酸です。
表 1 水溶性汚 れの種類

酸とアルカ リ

酸性物質 ・ ア ル カ リ 性物質 に は そ れぞれ強い

タ イ プ と 弱 い タ イ プが あ り ま す。 強酸 ・ 弱酸 、

強 ア ル カ リ ・ 弱 ア ル カ リ を 表 2 に 、 こ れ ら の 中

で 主 な 物質 に つ い て 0.1％ 水溶液のpH値 を 図 1

に示 し ま し た 。

表 2 酸 と アル カ リ

弱 強

酸 （有機酸） （無機酸）
酢酸 塩酸
ク エ ン酸 硫酸
酒石酸 硝酸
乳酸 フ ッ 化水素酸
ホ ウ酸

アルカ リ ア ンモニア水 水酸化ナ ト リ ウ ム
石けん 水酸化カ リ ウ ム
炭酸水素ナ ト リ ウ ム 水酸化カ ル シ ウ ム

汚れの種類 汚れの由来 例
タ ンパク系汚れ 動物や人間に由来する汚れ 血液 ・ 牛乳 ・ 魚汁 ・ 肉汁 ・ 卵
タ ン ニ ン系汚れ 植物に由来す る 汚 れ お茶 ・ ピール ・ ワ イ ン ・ 草

図 1 主 な 物質のpH値 （0.1 %水溶液）
酸性 国 ア ル カ リ 性

゜ 2 3 4 5 6 7 8 ， 1 0  1 1  1 2  1 3  1 4  

塩 シ フ 酢 ホ 国 炭 ア 純石 ナ
炭
酸

メ
ぶ酸 ュ ッ 酸 酸

る
ナ酸 ン ナタ

品
』

』 リ
ト 水

素
モ二 け ト ト ケ ト 化

ん リ リ イ リ
ウ ア ウ ウ酸 ウ
ム 水 ム ム ム
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■3 • 1 タ ンパク系シ ミ抜き剤

タ ン パ ク 系 シ ミ 抜 き 剤 はすべて ア ル カ リ 性で 、

そ の代表 が ア ン モ ニ ア 水 ・ 市販の タ ン パ ク 系 シ

ミ 抜 き 剤 ・ 石 け んです。

(1 ) ア ン モ ニ ア 水

タ ン パ ク 系 シ ミ 抜 き 剤の も っ と も 単純 な も の

と し て ア ン モ ニ ア 水 が あ り 、 原液の浪度 は25~

30％ で す 。 原 液 で は pH が 13以 上で強 い の で 10

~20倍 に 薄 め て 使 い ま す。 ア ン モ ニ ア は刺激臭

が 強 い の で す が 、 す ぐ揮 発 す る の で繊維 に 残 ら

な い と い う 特徴が あ り ま す。

ア ン モ ニ ア は血液や食べ こ ぼ し の よ う な タ ン

パ ク 系 の シ ミ に 対 し 、 溶剤の よ う な 働 き を す る
一方 、 脂肪酸 を 含む シ ミ に つ い て は 化 学 的 に 反

応 し て 、 石 け ん を 形成 し て 水 に 浴 け や す く し ま

す。

(2) 市販の タ ン パ ク 系 シ ミ 抜 き 剤

タ ン パ ク 系 シ ミ 抜 き 剤 は 各 社 よ り い ろ い ろ の

商 品 名 で 発売 さ れて お り 、 そ れ ぞれ特徴が あ り

表 3 タ ンパ ク 系 シ ミ 抜 き 剤の組成の 一例

ま す。 成分の 一 例 を表 3 に 示 し ま す。

主成分は界面活性剤 と ア ル カ リ 剤 と の組み合

わ せ でで き て お り 、 グ リ セ リ ン に は 汚 れ を 運 び

出 す 潤 滑 剤 の 役割 を も た せ て い ま す 。 pH は 大

体 8 ~9.5 ぐ ら い に な っ て い ま す。

こ の他 に 種 々 の 微鼠成分が配合 さ れ て お り 、

そ れが各社の ノ ウ ハ ウ かつ特徴にな っ て い ま す。

(3) 石 け ん

通常の固形石 け ん も 、 有効 な ア ル カ リ 性 シ ミ

抜 き 剤 で す。 シ ミ を 水 でぬ ら し て 直接 シ ミ の 部

分 に 石 け ん を こ す り つ け て か ら プ ラ シ で た た い

た り 超音波 を か け た り す る だ け で か な り の タ ン

パ ク 汚れ は 落 と せ ま す。

アルカ リ 性 シ ミ 抜 き 剤の使用上の注意

|— 分すす ぐ こ と 。 すす ぎ が 不十分の場合 は ア

ル カ リ 焼 け を 起 し ま すの で必 要 に 応 じ て 酢酸 ＊

で中和 し て く だ さ い。 （ ＊ 酢酸の濃疫 …約 1 %) 

成分名 効果 性状
ト リ エタノールアミン ア ミ ン系洗剤 pH8~9.5 

ノニオン系界面活性剤 浸透作用、 乳化作用
水酸化カ リ ウム アルカ リ 剤
グ リ セ リ ン 潤滑剤
水 希釈剤

種類 成分 ％ 内訳 ； 時間経過後
血液 血球 47 7 赤血球 ・ 白血球 ・ 血小板

血 し ょ う 52.3 フ ィ プ リ ノ ー ゲン→ フ ィ ブ リ ン （絨維素） i 血餅
（時間が経過す る と 変化）

タ ンバ ク 黄 ア ル ブ ミ ン

グロ プ リ ン ＇ ：＇ 
血消

有機物 ・ 無椴物 ・ 水
牛乳 タ ンバク質 0.5 アルブ ミ ン （水溶性 タ ンバク賀）

2.9 カゼイ ン （非水溶性 タ ンバク質）

脂肪 3.7 酪酸 ・ カ プロン酸 ・ カ プ リ ル酸

炭水化物 49 乳糖 ・ グルコ ー ス

ピ タ ミ ン ピ タ ミ ンA · 81 • 82 

無機牲 カ リ ウ ム ・ ナ ト リ ウ ム ・ カ ル シ ウ ム

水 87.3 

◆◆ タ ン パ ク 系汚 れの成分◆◆

,
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■3 · 2  タンニン系シミ抜き剤

タ ン ニ ン 系 の シ ミ 抜 き 剤 は酸性でpH は 2 ~ 

5 ぐ ら い に な っ て い ま す。 代表的な タ ン ニ ン 系

シ ミ 抜 き 剤 は俳酸 ・ 市販の タ ン ニ ン 系 シ ミ 抜 き

剤です。

(1 ) 酢酸

酸性 シ ミ 抜 き 剤の代表 は酢酸です。 酢酸は有

機酸で 、 酢の 中 に も 入 っ て 効 き 目 が マ イ ル ド で

す。 繊維 を 傷め る 事 も 無 く 、 ま た 刺激臭は あ り

ま す が揮発性 な の ですす ぎが不十 分 で あ っ て も

繊維 に 残 る 心配 は あ り ま せ ん 。 た だ し 、 酢酸浪

度 が28％以上に な る と ア セ テ ー ト 類 を 傷 め ま す

の で 、 10％ 以 下 に 薄 め て 使 っ て く だ さ い。

(2) 市販の タ ン ニ ン系 シ ミ 抜 き 剤

成分の 一例 を表 4 に示 し ま す。

一般的 に 市販の タ ン ニ ン 系 シ ミ 抜 き 剤 に 入 っ

て い る 酸 は繊維 に 残留 し ま す の で 十 分 に 水です

す し ヽ で く だ さ し ヽ 。

タ ン ニ ン 系 シ ミ 抜 き 剤 ま た は酢酸 は シ ミ 抜 き

以外の利用法 と し て 、 タ ン パ ク 系 シ ミ 抜 き 剤 （ ア

ル カ リ 性） を 使 っ て 変色 し た と き 、 す ぐ に 酢酸

な ど を 使 え ば色 が 元 に戻 る ケ ー ス が あ る 、 と い

う こ と を 覚 え て お く と 便利 で す。

シミ抜き剤の基礎 part 2 

| 4 サ ビ取 り 剤 I 

サ ビ取 り 剤 は 水性 シ ミ 抜 き 剤の 中 で も も っ と

も酸性の強い 、 pHの非常に低い シ ミ 抜 き 剤です。

そ の 分 だ け取 り 扱い に 注意が必要です。

サ ビ取 り 剤 の 代 表 的 な も の は通常 「 フ ッ 化水

素」 と 呼ばれて い る も の と シ ュ ウ 酸があ り ま す。

( 1 ) フ ッ 化 水索化合物に は フ ッ 化 水素酸 ま た は

フ ッ 化 水素 ア ン モ ニ ウ ム な ど が あ り ま す。

大変危険 な物質ですが 、 ほ と ん ど瞬間的に

サ ビの シ ミ が抜 け る の で 多 く 使 わ れて い ま

す。

(2) シ ュ ウ 酸 は 人体 に 直接害は あ り ま せ ん が 、

フ ッ 化 水 索 系 に 比べ る と サ ビの溶解速度 は

遅 い の で効 き が弱 い と い う イ メ ー ジ が あ り

ま す。 広範囲 の シ ミ の場合に シ ュ ウ酸水溶

液に泊け込 む こ と が あ り ま す。

フ ッ 化水素は工業用途 と し て は低 ガ ラ ス 用 の

処理剤 と し て 大拭 に 使 わ れ て い ま す。 こ の フ ッ

化 水 索は ガ ラ ス を 侵す の で 、 ビ ー カ ー や ガ ラ ス

棒 は 使 え ま せ ん し 、 金屈容器や ス テ ン レ ス も 侵

し ま す の で使 え ま せ ん 。 使 え る の は プ ラ ス チ ッ

ク 容器や木 ・ タ オ ル です。 タ オ ル は シ ミ を 抜 く

衣料の 下 に 入 れ て 処理 し ま す 。

表 5 に市販の サ ビ取 り 剤の 一例 を 示 し ま す。

表 4 タ ン ニ ン系 シ ミ 抜 き 剤の 一例
成分 効果 性状
ノニオン系界面活性剤 浸透作用、 乳化作用 pH3~4 

バラ トルエンスルフ ォ ン酸 酸性剤 （酸性にす る ）
グルコン酸 酸性剤 、 キ レ ー ト剤
水 希釈剤

表 5 サ ビ取 り 剤の 一例

品名 性状 成分 効果

サ ピ取 り 剤 酸性 フ ッ 化水素酸 ガ ラ ス ・ 金属 を溶かす

(pH測定不可） フ ッ 化水素ア ン モ ニ ウ ム水 ガ ラ ス ・ 金屈を溶かす

＊ 危険 ！ 手につ く と 骨が侵 さ れ ま すので 、 大量の水で洗 う こ と 。
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シ ミ 抜 き 剤の基礎 part 2 

| 5． 漂白剤

漂 白 剤 に は大 き く 分 け て 酸 化 漂 白 剤 と 還元漂

白 剤 の 2 種類が あ り ま す。 酸化漂白 と は シ ミ に

酸 素 を 加 え る こ と に よ り 色素 を 分解 し て 漂 白 作

用 を 起 こ す こ と で あ り 、 還元漂白 と は シ ミ に つ

い て い る 酸素 を 奔 っ て漂白 す る こ と です。

酸 化 漂 白 剤 ・ 還元漂白 剤 を 表 6 に ま と め ま し

た 。

■5 • l 酸化漂白剤

酸化漂 白 剤 は 「酸素系」 と 「塩素系」 に 分 け

ら れ ま す。 代表的な も の は 、 酸素系 が過酸化水

素 と 過炭酸ナ ト リ ウ ム 、 塩素系 が次亜塩素酸 ナ

ト リ ウ ム です。

過酸化水素

無色透明の酸性 の水溶液で通常 シ ミ 抜 き に 使

う 浪度 は 3 ％ 以下です。 過酸化水索は大部分の

繊維 に 対 し安全で 、 ま た ほ と ん ど の 染料 に も 使

え て 大変便利です 。 ま た 、 すす ぎ も 簡単 で 中 和

の必要 も あ り ま せ ん 。 た だ し 一 部の染色 が抜け

る こ と が あ り ま すの で 、 見 え な い 部分で テ ス ト

し て か ら 使用 し て く だ さ い。

過炭酸ナ ト リ ウ ム

白 い粉末で 、 水 分が な い と 漂白作用 を 起 こ し

ま せん 。 水 に 溶 か し た り 、 蒸気 を 当 て て初め て

効 力 が発揮 さ れ ま す。 た だ し 、 ア ル カ リ 性 な の

技術t,'I報 第31巻第12号 2002年3月号

で後処理は酢酸で 中 和 し て すす い で く だ さ い。

次亜塩素酸ナ ト リ ウ ム

酸化溜白剤ですが 、 塩素系漂 白 剤 と い わ れ る

こ と も あ り ま す 。 透明の液体で あ る が 独特の塩

素臭が あ り 、 ア ル カ リ 性 が 強 い 。 一般に使用浪

度 は0.1 ~ 1 ％ でpH は 1 1 .0~1 1 .3です。 漂 白 作 用

は強力で速いので通常色物には使用 で き ま せん。

他 の 酸 と 混ぜて使 う と 塩素ガス が 出 て 大変危険

なので 「混ぜる な」 と い う 表示が付いてい ま す 。

■5 · 2 還元漂白剤

代表的 な も の と し て ハ イ ド ロ サ ル フ ァ イ ト と

酸性亜硫酸ナ ト リ ウ ム の 2 つ が あ げ ら れ ま す 。

ハ イ ド ロ サル フ ァ イ ト

酸 性 を 示す 白 い 粉末状です。 水 に 溶 か し て漬

け込みす る 方法 と シ ミ の 部 分 に 直接粉 を 付 け て

水 ま た は ス チ ー ム を 当 て る 方 法 が あ り ま す。 ハ

イ ド ロ サ ル フ ァ イ ト は繊維 に は安全ですが 、 色

物 に は使 え ま せん。

酸性亜硫酸ナ ト リ ウ ム

ハ イ ド ロ サ ル フ ァ イ ト と 同様 に 白 い粉末で酸

性 を 示 し ま す が 、 ゆ っ く り し た還元漂 白 作 用 を

示 し ま す。 繊維 に つ い て はすべての繊維 に 対 し

て安全ですが 、 色物 に つ い て は浪度 に よ っ て 使

え な い も の も あ る た め 、 テ ス ト し て か ら 使用 し

て 下 さ い 。

表 6 漂 白 剤の い ろ い ろ
酸化漂白 還元漂白

過酸化水素 過炭酸ナ ト リ ウム 次亜塩累酸ナ トリウム ハイ ドロサルファイ ト 酸性亜硫酸ナ ト リ ウム
外観 液体 白 い粉末 液体 白 い粉末 白 い粉末
酸 ・ アルカ リ 酸性 アルカ リ 性 アルカ リ 性 酸性 酸性
繊維 全 ての絨維OK 全て の繊維OK ウ ー ル ・ 絹は不可 全ての繊維OK 全ての絨維OK

染色 一部の染色に不可 一部の染色に不可 ほ と ん ど の染色 ほ と ん ど の染色 一部の染色に不可
（特に齊系） （特に青系） 不可 不可

つけ込む時間 30分～3時間 8~12時間 15~30分 洛 ち る ま で 洛 ち る ま で
(30~40℃ 、 1％以下）

後処理 軽 く すす ぐ程度 酢酸中和 脱塩素処理 十分す す ぐ 十分す す ぐ
（酸性亜硫苗Na十酢苗）

【漂白剤の注意事項l ③水で薄め た り 、 溶 か し た り し た も の は そ の 日 に使い切 る こ と 。

①酸化型 ・ 還元型ど ち ら も金屈に対 し て は避ける 。 ④保管方法は し っ か り と ふ た を し て湿気が入 ら な い よ う に管理す
②酸性タ イ プと ア ル カ リ 性 タ イ プがあ る の で処理後は中和 し て よ る 。

く すす ぐ。 ⑤次亜塩素酪ナ ト リ ウ ム は他の漂白剤 と 混ぜて使わない。

l l 
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| 6． 酵素 I 
シ ミ 抜 き で 「酵索」 と い う と 一般 に タ ン パ ク

分解酵素の こ と を 指 し て い ま す。 古 く は 「 ウ グ

イ ス の 糞」 が そ の代表例です。

酵素を有効に働かせ る 重要な 条件 と し て 水分 ・

温度 ・ 時 間 お よ びpHの 4 つ が 挙 げ ら れ ま す 。

表 7 酵素の必要条件

水 分
ゲル化剤 と 併用 す る

（蒸発防止のため）

温 度 30~50℃ 

時 間 15分～1 時間以上

p H 中性

酵素の場合 、 時間的に即効性 を 期待す る こ と

は無理で 、 ゆ っ く り マ イ ル ド に 効 く の が 特徴で

す。 酵 素 を 使 う メ リ ッ ト は繊維や染色を 傷 め ず

に 少凪で シ ミ 抜 き 処理が出来る 点ですが 、 一方

多 少時間 が かか る の が マ イ ナ ス 面です。

酵素の種類

酵素 に は タ ン パ ク 分解酵素以外に脂肪分解酵

素や で ん粉分解酵素が あ り 、 ラ ン ド リ ー な ど で

は広 く 使 わ れて い ま す。 ま た 家庭用 コ ン パ ク ト

洗剤 に 入 っ て い る 繊維索分解酵素や過酸化 水素

を 分解する カ タ ラ ー ゼ と い う 酵素 も あ り ま す。

！ ◆◆フ ッ化水素の取扱いに注意 ！ ◆◆

フ ッ 化水素 は 有効 な サ ビ取 り 剤 で す が 、

効果 が あ る 一方大変危険な薬品 で す 。 手 に

直接つ い て そ の ま ま に し て お く と 骨 ま で侵

さ れ て し ま い ま す。

最悪の場合 、 指 を 切断 し な け れ ば な り ま

せ ん 。 も し 手 に つ い た ら 直 ち に 大量 の 水 で

洗い流 し 、 医師の指示 に従っ て く だ さ い。

1
、’

ヽ

ヽ

◆◆シミ抜き剤を正 し く 使 う に は◆◆

シ ミ 抜 き 剤 を 正 し く 使 う た め に は 、 つ ぎの注意事項 を よ く 守 っ て シ ミ 抜 き 処理 を し て下 さ い。

①油性 シ ミ 抜 き 剤 と 水性 シ ミ 抜 き 剤 を 絶対に一緒に使用 し な い こ と 。

②タ ン パ ク 系 シ ミ 抜 き剤 （アルカ リ ） と タ ン ニ ン系 シ ミ 抜 き 剤 （酸） を 絶対に混ぜて使 わ な い こ と 。

③すす ぎ を 十 分 に す る こ と 。 （油性は溶剤で 、 水性は水 ま た は蒸気で）

④使用 前に必ず シ ミ の箇所 を 湿 ら せ る こ と 。 （油性 は溶剤で 、 水性 は 水 ま た は蒸気で）

⑤ ア ル カ リ 性 シ ミ 抜 き 剤 を 使用 し た ら 、 薄い酢酸 ( 1 ~ 3 %) で中和 し 、 水 で す す ぐ 。

酸性 シ ミ 抜 き 剤 を 使用 し た ら 、 薄 い ア ン モ ニ ア水で中和 し 、 水で す す ぐ 。

⑥サ ビ取 り 剤 （ フ ッ 化水素水） は 手 に つ い た ら す ぐ に 大量の水で洗い流 し 、 医師の指示 に従 う こ

と 。 骨 ・ 金属 ・ ガ ラ ス を 侵 す 。

⑦す べ て の シ ミ 抜 き 剤 が眼やロ ・ 手 に付着 し た場合 、 す ぐ に 大量の水で洗い流す こ と 。

⑧作業 中 は ゴム手袋 、 保護眼鏡 を 着用 の こ と 。

シ ミ 抜 き 剤 を 正 し く 使 え ば 、 繊維 を 痛 め ずに上手に処理す る こ と がで き 、 そ し て お客 さ ま の信頼

が得 ら れ る も の と 確信い た し ま す。

ヽ [
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◆◆シミ抜きミニ解説 ～有機酸と無機酸◆◆

有機酸 と は 酪性 を 示 す有機化合物 （炭素 を 含 む化合物） の総称。 酸性の官能基 を 持 つ

化合物 は す べ て 有機酸 と い う 。 一般 に は 無機酸に比べ酸性度 が弱 い の が普通で あ る 。

例 え ば 、

カ ルボ ン酸 R-COOH ス ルホ ン酸 R-SO出 ギ酸 H-COOH シ ュ ウ 酸 （COOH)2

酢酸 CH3-COOH ク エ ン酸 C6油07 酒石酸 C4坤06

無機酸 と は 有機酸に対す る 名称で 、 炭 素 を 含 ま な い酸 が こ れ に 属 す る 。 た だ し炭素 を

含 む 酸の う ち 炭酸 は 無機酸に 入 る 。 元来 こ れ ら は鉱物か ら 得 ら れ る の で 鉱酸 と 呼 ば れ る

こ と が あ る 。

塩酸 HCI 硫酸 H2S04 硝酸 HNO3 フ ッ 化水素酸 HF リ ン酸 H3P04
ヽ ノ

ヽ ぃヽ

ヽ

◆◆シミ抜き Q&A◆◆

0 1  シ ミ 抜 き 剤 に は有効期限 は あ り ま す か ？ ま た 、 シ ミ 抜 き 剤 の保管 で注意

す べ き 点 は ？

A 1  有効期 銀 は あ り ま す 。 シ ミ 抜 き 剤の種類や保管条件に よ っ て違 い ま す が 、
一般的

に は 一年 と 考 え て下 さ い 。

液体の シ ミ 抜 き 剤 は 1 年以上古 く な る と （加水） 分 解 を 起 し 、 変質 し 効 き 目 が弱 く な

っ て い る 場合 が あ り ま す 。 ま た 、 一部蒸発 し て組成が変化 し 、 分離や沈殿 を 起す 恐 れ も

あ り ま す 。 粉末の漂 白 剤 な ど は キ ャ ッ プ を よ く 締 め て い な い と 空気中の水分 を 吸 っ て 効

か な く な り ま す。

保管 に つ い て は以下の点に注意 し て く だ さ い。

①温度の高い と こ ろ や 直射 日 光の当 た る と こ ろ は避 け る 。

②使用後 は キ ャ ッ プ を し っ か り し め る こ と 。

③他の シ ミ 抜 き 剤 を 混ぜ て 置 か な い こ と 。

Q2 白 い綿の ポ ロ シ ャ ツ の シ ミ に 酸素系 漂 白 剤 を つ け て 天 気 が よ い の で外 に

干 し た と こ ろ 、 酸素系漂白 剤 を つ け た と こ ろ だ け 黄色 く な っ て し ま い ま し た 。

な ぜ で す か ？

A 1  漂 白 剤 を つ け た な ら ば本来 白 く な る は ず で す 。 そ れ が黄色 く な っ て し ま う な ん て

漂 白 剤の意味があ り ま せ ん 。 実 は 白 い衣料の場合 、 ほ と ん ど が蛍光染料で 染 め ら れ て い

ま す 。 蛍光染料 は 光 が当 た る と 、 人間の 目 に よ り 白 く 見 え る 光 を 反射す る よ う に な っ て

い ま す 。 酸素系漂 白 剤 を 付 け て 室内乾燥 さ せ て い た な ら ば 、 黄変の問題は起 こ ら な か っ

た の で す が 、 酸素系漂 白 剤 を つ け て 外 に 干 し た場合 、 日 光の 中 の紫外線に よ り 蛍光染料

が壊 れ て し ま い 、 黄変 し た の で す 。
ノJ
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技I 術 瀾 会
次の方が新 た に技術部 会 に 入会 さ れ ま し た 。

〔 正 会 員 〕
今 隆 幸 侑） 道 南 ク リ ー ニ ン グ 050-0082 北海道 室蘭市寿町2-13-3 10143(44)2433 
須 永 芳 男 須 永 ク リ ー ニ ン グ 010-0918 秋 田 秋田市泉南1-7-20 1018 (824)0516 
大 沼 俊 治 大 沼 ク リ ー ニ ン グ 店 981-8003 宮 城 仙台市泉区南光台4-6-10 1022 (234) 4440 
阿 住 和 哉 阿 住 ク リ ー ニ ン グ 店 989-4102 宮 城 志田郡鹿島台町木間1塚字小谷地513-1 10229(56)2586 
網 中 一 之 網 中 ク リ ー ニ ン グ 288-0062 千 薬 銚子市竹町1545 10479(22)4837 
阿 部 忠 則 阿 部 ク リ ー ニ ン グ 277-0071 千 築 柏 市嬰住5-11-7 10471(67)8013 
御 園 安 太 郎 ミ ソ ノ ク リ ー ニ ン グ 299-4215 千 葉 長生郡白子町中里4443 10475(33)3176 
石 渡 一 郎 石 渡 ク リ ー ニ ン グ 292-0822 千 葉 木更津市桜井693 10438(36)5472 
小 柳 由 紀 男 （悧 白 消 商 会 273-0005 千 薬 船栢市本町7-19-15 1047(423)2906 
加 藤 義 三 （有） 白 穂 ク リ ー ニ ン グ 264-0037 千 薬 千葉市若薬区源町105-3 1043(253)0267 
三 枝 英 雄 太 洋 舎 ク リ ー ニ ン グ 290-0002 千 葉 市原市大厩1347-18 10436(74)3813 
鈴 木 新 太 郎 （有） 白 鵬 ク リ ー ニ ン グ 272-0837 千 薬 市川 市堀之内1-16-6 1047(372)8827 
坂 本 召 勇 （有）クリーニングサーピス サカモト 273-0005 千 雖 船栢市本町4-30-16 1047(422)4878 
三 宅 篤 三 宅 ク リ ー ニ ン グ 292-0067 千 葉 木更津市中央3-5-26 10438 (23) 1820 
上 原 順 久 上 原 ク リ ー ニ ン グ 店 399-8205 長 野 松本市大手 1-3-16 10263(33)6941 
山 田 滋 坂 本 ク リ ー ニ ン グ 店 177-0051 東 京 練馬区関町北4-19-20 103 (3920)8232 
中 林 孝 宏 （有） 四 谷 ラ ン ド リ ー 160-0007 東 京 新宿区荒木町1-2 103(3351)0903 
金 元 達 也 （有） 丸 金 ク リ ー ニ ン グ 177-0044 東 京 練馬区上石神井3-6-32 103 (3996) 8630 
吉 田 茂 男 吉 田 ク リ ー ニ ン グ 商 会 177-0044 東 京 練馬区上石神井1-38-8 103 (3920)3915 
大 倉 昌 士 （荀ク リ ー ニ ン グの オ オ ク ラ 177-005 1 東 京 練馬区関町北2-25-9 103 (3920) 2509 
中 村 正 訓 ク リ ー ニ ン グ 南 洋 社 438-02321 i静 岡 磐田郡竜洋町川 袋180-1 10538(66)2910 
加 藤 記 康 （有） か と う 438-0086 静 岡 磐田市見（寸一番町5835-2 10538(32)5372 
飯 田 淳 史 キンツル 飯田クリーニング店 438-0077 静 岡 磐田市国府台93-14 10538 (32) 5569 
仏 生 寺 長 久 蝶 屋 ク リ ー ニ ン グ 935-0016 富 山 氷見市本町19-16 10766(72)2030 
中 川 智 中 川 ク リ ー ニ ン グ 店 632-0052 奈 良 天理市柳本町1184-5 10743(66)0358 
高 見 重 徳 （布 大 阪 屋 ラ ン ド リ ー 583-0886 大 阪 羽 曳野市恵我之荘5-1-6 10729(39)2115 
菅 野 績 ニ チ ェ ー ド ラ イ 651-1221 兵 庫 神戸市北区緑町1-4-9 1078(581)6371 
秋 月 功 鳥取県中 部クリーニング組合 682-0874 鳥 取 倉吉市西岩倉町2160 10858(22)5326 
小 村 耕 一 あ た ご ク リ ー ニ ン グ 691-0001 島 根 平田市平田町760 10853(62)2321 
平 田 恭 彬 （有） ロ イ ヤ ル ク リ ー ナ ー ス 721-0973 広 島 福山市南蔵王町5-11-30 10849(41)6318 
宇 田 正 一 中 国 総 業 （有） 720-0832 広 島 福山市水呑町2416 10849(56)0152 
西 村 忠 西 村 ク リ ー ニ ン グ 店 728-0021 広 島 三次市三次町1708-15 10824 (63) 2340 
松 野 勝 見 園 田 ク リ ー ニ ン グ 750-0047 山 口 下関市向山町3-22 10832(22)5736 
吉 田 信 昭 （有） 吉 田 ク リ ー ニ ン グ 店 753-0214 山 口 山 口市大字大内御堀2985 1083(927) 1881 
桑 原 義 行 旭 東 洗 化 （悧 814-0 1 1 1 福 岡 福岡市城南区茶山5-26-9 I 092 (864) 2345 
吉 瀬 史 康 洗 濯 工 房 ラ ス カ ル 862-0938 熊 本 熊本市長嶺東7-11-48 1096(389)4116 
〔 購 読 会 員 〕
木 村 誠 吾 I 三 栄 電 気 販 売 （悧 1003-0802 ！北海道 ！ 札幌市白石区菊水二条�8881
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